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ブルーノ・タウトの展示会 

ブルーノ・タウトは 1938 年 12 月 24 日イスタンブール

で客死した。2018 年は没後 80 年にあたり、ドイツでは展

示会などの行事が行われた。タウトが亡命のような形で

来日するまで家族と共に住んでいた、自らが設計を行っ

た住宅はベルリンの南約 40km のダーレビッツ(Dahlewitz)

に あ る 。 そ の 隣 町 で あ る ブ ラ ン ケ ン フ ェ ル デ

(Blankenfelde)で展示会１）が行われた。筆者はタウト滞日

中の事について資料の提供などお手伝いをした関係で招

待を受け 12月 14日に展示会を訪問した。展示会場にはタ

ウトの建築作品、著作、絵画などが展示されていた。ま

た 1933 年から 1936年における日本滞在に関する展示、ブ

ルーノ・タウトに関する書籍などが展示されていた。 

ブルーノ・タウトの家族 

展示会場にはタウトのお孫さんであるクリスチーネ・シ

リー（Frau Christine Schily）さんも招かれていた。 

 

タウトはエリカ・ヴィティヒ（Erica Wittich）という女性

と共に来日し、タウト夫人という事で過ごしていた。こ

の女性は優秀な秘書で、この人がタウトの速記や文書の

清書を行ったので、タウトは沢山の著作を残す事が出来

た。エリカはタウトがイスタンブールで死亡した後デス

マスクを含めて遺品を持って来日し、タウトとエリカが

住んでいた高崎の少林山達磨寺に届けた。このような努

力のおかげでタウトの日記を含めて著作の和訳が可能に

なった。タウトの正妻はベルリンの郊外コーリン（Chorin）

出身のヘドヴィック（Hedwig）といった。 

ヘドヴィックとタウトの間にはハインリッヒ(Heinrich)と

いう長男と長女のエリザベート(Elizabeth)がいたが、ヘド

ヴィックは子供と共にタウトがほかの女性と訪日した際

に、離婚もせずドイツに残った。展示会に招待されたお

孫さんはエリザベートの娘である。この方はドイツで緑

の党を立ち上げ、後ドイツ社会党(SPD)へ移籍し、ドイツ

社会党が政権と取った 1998～2005 年の間内務大臣（ゲア

ハルド・シュレーダー内閣）を務めたオットー・シリー

と 1966 年に結婚している。ドイツは現在環境先進国と言

われるが、シリー大臣が果たした役割は大きい。ブルー

ノ・タウトが 1926～1931 年にかけて設計し建設したツエ

ーレンドルフの森のジードルング、オンケルトムズヒュ

ッテにはブルーノ・タウトの顕彰碑が建っている。表に

はタウトの経歴と共にタウトの言葉「建築はプロポーシ

ョンの芸術である」（Architektur ist Kunst der Proportion）と

書かれている。その裏側には「住宅には白樺、松、花そ

して芝生が必要」としている。オット・シリーはブルー

ノ・タウトの事を書いた解説書２）にも巻頭言を寄せてい

る。「人々は建築に合わせて生活することを期待されては

なりませんが、その代わり建築は人間の欲するものをく

み取り、作られなければなりません。ブルーノ・タウト

は建築の精神的、道徳的効果を期待していました。氏の

「アルプス建築」は美学と道徳の統合に向けて大変な努

力を致しました。それにも関わらず、ブルーノ・タウト

は純粋な知的空想が実際的な側面を見失う事の無いよう

に注意していました。ブルーノ・タウトはベルリンで社

会主義集合住宅建設の先駆者として貢献しました。氏は

文字どおり、首都に色彩をもたらし田園都市ファルケン

ベルクが嘲笑的に「絵具箱の集落」と言われても気にか

けませんでした。ドイツヴェルクブンドの理想がベルリ

ンで実現したのです。ヴェルクブンド初期のメンバーで

あり、著作を通して建築文化に貢献したタウトを讃えま

す。ブルーノ・タウトへの追憶として私の娘で、ブルー

ノ・タウトのひ孫にあたるジェニー・シリーは次のよう

に語っています。「ドイツはナチスにより、自身が持って

いた文化的豊かさを失いました。結局のところ、ブルー

ノ・タウトはスイス、日本、トルコに亡命のような形で

滞在しました。しかし単に亡命以上物をその地で得る事

が出来ました・・・」。 

ここでオットー・シリーが娘、ジェニー・シリの名前
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を巻頭言に出しているのはジェニー・シリーがドイツの

有名な女優になっていたからである。例えば 2010 年に

「犯罪地―ヒッチコックとヴェルニッケ」で主演を演じ

ている。ブルーノ・タウトの環境に対する考え方が、タ

ウトを尊敬したオットー・シリーを通じてドイツの環境

政策に反映していると言える。 

桂離宮がタウトの作品に与えた影響 

タウトは来日した翌日 1933 年 5 月４日上野伊三郎らに案

内されて桂離宮を訪問している。そして日記に「これに

つづく古書院控えの間（二の間），広縁、そこから張出さ

れた月見台の竹縁、

御庭！泣きたくな

るほど美しい印象

だ。・・・」と記

している。これほ

ど感激した桂離宮

が後のタウトの作

品に影響を与えな

かったはずがない。

タウトは 1934年 5

月 7 日に桂離宮を

再訪している。こ

の時は桂離宮の印象深い場所を筆でスケッチし後に「桂

画帖」として 1981 年に岩波書店から出版された。この桂

画帖には新御殿、第一の間の玉座が描かれている。これ

はタウトが 1938 年に設計したトルコのアンカラ大学文学

部校舎と形態が類似している。タウトが 1936 年に設計し

た熱海の日向別邸にも桂離宮の質素さ、簡素さが 

表れていると言われる。また両者とも竹がうまく細工さ

れて使用されている。しかしこれは桂離宮以外の日本建

築、特に京都の建築も同様の質素さ、簡素さを示すもの

は多く、特に桂離宮と限定することはできないのでなか

ろうか。 
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